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八 火 図 書 館 だより 〜秋,読書のススメ〜

新 着 図 書
一 般 書 児 童 書

　もういちど　　　　 　　　　　　　　畠中　恵／著 　うちのねこ　　　　　　　　　　　  高橋　和枝／作
　満天の花　　　　  　 　　　　　　佐川　光晴／著 　会いたくて　会いたくて　     　　　　  室井　滋／作
　テスカトリポカ　　　　　 　　　　　  佐藤　究／著 　てづくり　おもしろ　おもちゃ         かこ　さとし／作
　これから泳ぎにいきませんか              穂村　弘／著 　地球一周！世界の国ぐに大図鑑　  アンドレア・ミルズ／著

【お問い合わせ先】　八火図書館　☎0965-62-3489

「人が尊重され、生きがいが感じられるあたたかい町」　人権啓発コーナー
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会が約2か月間にわたり行われ、国籍や民族を超え、そして、障が
いの有無にかかわらず世界中から参加し、一体感を持てた大会でした。両大会共に、選手が「体力・精神力・気力」の
限界に挑戦し、競技に立ち向かう姿が見られ、私たちにその力強さを与えてもらった気がします。
　互いに励まし合い、「人権が尊重され、生きがいが感じられるあたたかい町づくり」を推進しましょう。

第3回子ども人権教室～魚つかみ体験活動～
　8月7日（土）に第3回子ども人権教室を実施し、18人が参加しました。
また、危険防止と安全な活動にするために、保護者の人にも参加してい
ただきました。
　川の中の魚をつかむ体験や、魚をさばいたりする体験はほとんどない
と思います。石の間に逃げ込んだ魚を手でつかみ取る表情は、ちょっと
不安そうでした。「つかんだらどうだった？」と聞いたら「ヌルヌルしてい
た。」と感想を言ってくれました。

問 生涯学習課　生涯学習係　☎0965-52-5860

　暦の上では初秋となり朝晩は少しずつ過ごしやすくなってきました。だんだんと深まっていく秋の気配を感じな
がら、本を片手にゆっくりとくつろぐ時間を過ごしてみませんか？図書館では、映画化原作小説本をはじめ、たくさん
の話題の本を用意してお待ちしております。

　広報ひかわで紹介した本は、1か月間、入
口の右側に置いています。壁の掲示も季
節ごとに工夫しています。

　「本屋大賞受賞作品」や映画化された作
品のコーナーも人気があります。

『もういちど』（新潮社刊）
　雨不足で猛暑のお江戸、熱中症で倒れた若だんなは、涼しい根岸で養生することに。ところが、川下り
で根岸に向かう途中、酔っ払った龍神たちが隅田川の水をかき回したことで舟がひっくり返り、水に落ち
た若だんなは、大変な事に・・・。
　病弱だけど聡明で優しい若だんなと、若だんなを大好きな妖たちが活躍する「しゃばけ」シリーズの
20番目の作品です。

新着図書オススメの 1 冊

コーナー紹介
お知らせ

毎年、秋に実施していました「文
学散歩」は中止します。

【お問い合わせ先】 生涯学習課　生涯学習係　☎0965-52-5860

地域にお住まいの古閑さん・中村さん・徳田さんをサポーターとして
お迎えし、図工の授業で、「ノコギリ・金づち」を使った工作を行い、自分で
考えた設計図と見比べながら、様々な形を作っていきました。

初めは、ノコギリをスムーズに切り進められず、子どもたちも「ここに
釘を打つにはどうしたらいいですか？」などと質問しながら作り進めてい
きました。出来上がったものに最後に色を塗ってそれぞれの作品が完成
しました。

7/9　軽快なリズムで「ギコギコ、トントン！」～宮原小4年生～

　社会科の学習の一環として、施設の見学に行きました。
　八代北部浄化センターでは、生活排水がどのような仕組みでき
れいになっていくかを学びました。台所の排水口に油を流さないこ
と、トイレを正しく使うことも再確認しました。
　氷川ダムでは、ダムの役割や仕組みを学び、管理棟の見学のほ
か、点検に使う監査路を降りて、ダムの大きさを実感したり、大き
な機械や流れる水量に驚きながらも、ダムの大切な働きを学びま
した。

7/16　八代北部浄化センターと氷川ダム見学～竜北東小4年生～

　竜北中学校では、昨年度から学校運営協議会・生徒会が、地域学校協働本部との協働活動として「花には水を、人
には愛を」の実現を目指した花育活動に取り組んでいます。
　今年度は、約70人の生徒ボランティアが中心になり、4月の種まきに始まり、約2か月かけて、850本の花の苗を
育てました。7月9日にはその花の苗を校内に植え、花いっぱいの竜北中になりました。
　さらに新たな試みとして、20個の校名入りプランターにも花を植え、地域貢献の一環として、役場・文化センター・
健康センター・竜翔センターの玄関に5個ずつ置きました。
　竜北中学校では、梨マラソンに運営ボランティアとして地域貢献活動に関わってきましたが、さらに花育活動を通
しての地域貢献にもチャレンジしたいそうです。

竜中生が育てた花の苗が学校内外で見事に花開く～竜北中学校～

「氷川町地域学校協働本部」は、地域と学校が連携・協働して子どもたちの成長を
支えるとともに、地域に開かれた教育課程支援などの活動を行っています。

地域学校協働本部だより Vol.12




